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六
月
二
十
六
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
、
鳳
珠
郡
穴
水
町　

㈿
能

登
木
材
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
十
五
回
通
常
総
代
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
年
度
は
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
会
場
の
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
総
代
の
皆
様
の
出
席
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
、
書
面
議
決
書
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
と
し
て
、

規
模
を
縮
小
し
執
り
行
い
ま
し
た
。
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
表
彰
授

与
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
二
十
年
勤
続
表
彰
（
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
竹
橋
俊
裕
（
珠
洲
支
所
）

　

ま
た
、
来
賓
の
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会
・
橘
専
務
よ
り
ご
祝
辞

を
頂
き
、
議
長
に
鳳
珠
郡
穴
水
町
の
山
辺
正
道
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
、
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
議
案　

�

令
和
五
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
に

つ
い
て

第
二
号
議
案　

令
和
六
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

令
和
六
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

令
和
六
年
度
貸
付
金
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

令
和
六
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

�

令
和
六
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
決
定
に
つ

い
て

第
七
号
議
案　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
八
号
議
案　

役
員
退
任
慰
労
金
支
給
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

附
帯
決
議

令
和
六
年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

損益計算書
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

（単位：円）

科　目 小　計 合　計

Ⅰ事 業 総 損 益

1 事 業 総 収 益 918,984,367

2 事 業 総 費 用 745,469,169

事 業 総 利 益 173,515,198

Ⅱ事 業 損 益

1 人 件 費 169,265,933

2 旅 費・ 交 通 費 268,491

3 事 務 費 1,745,230

4 業 務 費 3,293,186

5 諸 税 負 担 金 7,765,348

6 施 設 費 12,590,790

7 雑 費 3,078,898

事 業 管 理 費 計 198,007,876

事 業 利 益 △24,492,678

Ⅲ経 常 損 益

1 事 業 外 収 益 24,104,215

2 事 業 外 費 用 0

事 業 外 損 益 24,104,215

経 常 利 益 △388,463

Ⅳ特 別 損 益

1 特 別 利 益 2,283,298

2 特 別 損 失 37,234

特 別 損 益 2,246,064

税引前当期純利益 1,857,601

	 法人税、住民税及び事業税額 872,500

	 当 期 剰 余 金 985,101

	 前期繰越剰余金 7,018,943

	 当期未処分剰余金 8,004,044
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貸借対照表
令和6年3月31日現在（単位：円）

科　　目 合　計 科　　目 合　計
資産の部 負債の部

流　動　資　産 流　動　負　債
1 現 金 25,697 1 買 掛 金 1,574,916
2 預 金 734,805,110 2 未 払 金 58,611,397
3 売 掛 金 23,176,488 3 未 払 消 費 税 16,495,300
4 未 収 金 205,890,837 4 前 受 金 5,300
5 棚 卸 資 産 6,293,487 5 預 り 金 21,260,418
6 立 替 金 317,155 6 未 払 法 人 税 等 872,500
7 造 林 勘 定 16,586,212
8 加 工 勘 定 461,218
9 前 払 費 用 3,958,867
10 雑 資 産 771,534
11 未 収 還 付 法 人 税 等 92,150

流動資産合計 992,378,755 流動負債合計 98,819,831
固　定　資　産 固　定　負　債
有形固定資産 1 農 林 漁 業 借 入 金
1 建 物 20,327,756 （1） 造 林 借 入 金 1,288,222
2 構 築 物 3,944,313 2 退 職 給 付 引 当 金 25,393,638
3 機 械 装 置 3,911,189 3 長 期 未 払 金 36,974,190
4 車 両 運 搬 具 9
5 工 器 具 備 品 488,509
6 土 地 96,111,747
7 森 林 33,723,370
8 リ ー ス 資 産 44,581,886
9 一 括 償 却 資 産 193,334 固定負債合計 63,656,050

有形固定資産合計 203,282,113 負債合計 162,475,881
無形固定資産 純資産の部
1 電 話 加 入 権 772,493 組合員資本
2 ソ フ ト ウ エ ア 4,018,861 1 出 資 金 591,843,000
3 リース資産（ソフトウェア） 820,800 2 利 益 剰 余 金

無形固定資産合計 5,612,154 法 定 準 備 金 265,700,000
外部出資その他の資産 そ の 他 の 利 益 剰 余 金
外部出資 任 意 積 立 金 300,000,000
1 系 統 出 資 金 89,120,000 施 設 整 備 積 立 金 45,000,000
2 系 統 外 出 資 金 31,156,000 当 期 未 処 分 剰 余 金
その他固定資産 当 期 剰 余 金
1 農 林 漁 業 貸 付 金 前 期 繰 越 剰 余 金 8,004,044
造 林 貸 付 金 1,281,222 組 合 員 資 本 合 計 1,210,547,044
2 年 金 長 期 前 納 負 担 金 50,192,681

外部出資その他の資産合計 171,749,903
固定資産合計 380,644,170 純資産合計 1,210,547,044
資産合計 1,373,022,925 負債・純資産合計 1,373,022,925

山辺議長亀井代表理事組合長
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能
登
半
島
に
は
、
風
光
明
媚
な
自
然
景
観
と
と
も

に
、
古
く
か
ら
地
域
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
文
化
や

風
習
が
多
く
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
に
は
伝
統

的
な
農
林
漁
法
と
暮
ら
し
が
「
能
登
の
里
山
里
海
」

と
し
て
日
本
で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
四
年
に
は
「
能
登
の
ア
テ

林
業
」
が
日
本
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
能
登
で
は
農
林
漁
業
に
か
か
わ
る
独
自

の
文
化
や
「
祭
り
」
が
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た

「
能
登
半
島
地
震
」
は
、
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ

う
な
大
き
な
揺
れ
で
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

多
く
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
日
々
復
旧
は
進
ん
で

い
ま
す
が
、
今
な
お
不
自
由
な
生
活
を
し
い
ら
れ
て

い
る
方
々
も
多
く
、
早
期
の
復
旧
復
興
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

さ
て
、
春
先
に
地
割
れ
等
で
田
植
え
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
た
稲
作
も
、
秋
を
迎
え
、
穂
が
垂
れ
て
黄
色
く

な
っ
た
田
を
見
る
に
つ
け
、
農
家
の
方
々
の
努
力
と

と
も
に
能
登
人
の
頑
固
強
さ
（
粘
り
強
さ
）
を
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
夏
は
能
登
の
各
地
で
小
規
模

な
が
ら
も
「
キ
リ
コ
祭
り
」
や
「
盆
踊
り
」
な
ど
の

「
夏
ま
つ
り
」
が
復
活
し
ま
し
た
。
辛
い
こ
と
が
多

か
っ
た
中
に
あ
っ
て
も
、
前
を
向
い
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
震
災
に
伴
い
、
発
災
直
後
か
ら
全
国

の
森
林
組
合
系
統
や
企
業
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
方
か

ら
義
援
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
資

機
材
等
を
調
達
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
形
で

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
能
登
の
地

で
業
務
を
再
開
で
き
ま
し
た
が
、
今
し
ば
ら
く
は
啓

開
作
業
な
ど
、
地
域
の
生
活
環
境
の
整
備
が
中
心
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
日
も
早
く
能
登
の
林
業
を

復
興
さ
せ
、
皆
様
か
ら
の
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

代
表
理
事
組
合
長
　
　
亀
井
　
順
一
郎
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人

異
事

動

﹇
令
和
六
年
四
月
一
日
付
﹈

本
所
　
参
事
　
兼
総
務
部
長

　

山
崎　

浩
伸
（
本
所　

総
務
部
長
）

本
所
　
事
業
部
長

　
兼
能
登
支
所
長
・
珠
洲
支
所
長

　

古
坊　

勝
利
（
本
所　

事
業
部
長
）

本
所
　
総
務
課
長
（
支
所
長
級
）

　

吉
村
美
代
子
（
本
所　

総
務
課
長
）

本
所
　
事
業
課
長
（
支
所
長
級
）

　

谷　
　

昌
俊（

本
所　

事
業
担
当
課
長
）

輪
島
支
所
　
支
所
長

　
兼
木
材
加
工
所
所
長

　

坂
本　

博
秋
（
輪
島
支
所　

課
長
）

本
所
　
総
務
担
当
課
長

　

槻　
　

繁
治
（
能
登
支
所　

課
長
）

輪
島
支
所
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

中
本　

幸
夫

（
本
所　

参
事
）

輪
島
支
所
　
木
材
加
工
所
　
課
長

　

田
中　

亨
英

（
輪
島
支
所　

木
材
加
工
所　

課
長
補
佐
）

珠
洲
支
所
　
課
長

　

竹
橋　

俊
裕（

珠
洲
支
所　

課
長
補
佐
）

輪
島
支
所
　
課
長
補
佐

　
兼
珠
洲
支
所
課
長
補
佐

　

出
口　

光
広（

輪
島
支
所　

課
長
補
佐
）

本
所
　
穴
水
担
当
課
係
長

　
兼
事
業
部
係
長

　

名
竹　

和
規

（
穴
水
担
当
課
技
師　

兼
事
業
部
技
師
）

輪
島
支
所
　
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　

山
下　

千
秋
（
輪
島
支
所　

係
長
）

輪
島
支
所
　
係
長

　

古
倉　

陽
子
（
輪
島
支
所　

書
記
）

能
登
支
所
　
係
長

　

石
川　

裕
弥
（
能
登
支
所　

技
師
）

能
登
支
所
　
係
長

　

高
木　

明
美
（
能
登
支
所　

書
記
）

﹇
令
和
六
年
九
月
一
日
付
﹈

輪
島
支
所
　
課
長
補
佐

　

出
口　

光
広

　
（
輪
島
支
所　

課
長
補
佐

　

兼
珠
洲
支
所
課
長
補
佐
）

能
登
支
所
　
係
長
　
兼
珠
洲
支
所
係
長

　

石
川　

裕
弥
（
能
登
支
所　

係
長
）

能
登
支
所
　
技
師

　

山
田
峻
伊
智
（
輪
島
支
所　

技
師
）

退
職

　

本
年
を
以
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
ご
功
労
に
敬
意
を
表
し
、
今

後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま

す
。

能
登
支
所
・
珠
洲
支
所

　

支
所
長　

滝
平　

義
弘

輪
島
支
所

　

支
所
長　

兼
木
材
加
工
所
長

　
　
　
　
　

江
端　

辰
男

本
所
穴
水
担
当
課

　

技　

師　

兼
事
業
部
技
師

　
　
　
　
　

山
口　

敦
子

珠
洲
支
所

　

技　

師　

岡
本　
　

純

珠
洲
支
所

　

技　

師　

地
原　

弘
貴

本
所
総
務
課

　

書　

記　

前
田
今
日
子

　

令
和
六
年
八
月
二
十
八
日
（
水
）「
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
」
に
お
い
て
、
第
六
十

九
回
石
川
県
山
林
大
会
が
開
催
さ
れ
、
能
登
森
林
組
合
管
内
で
次
の
方
々
が
栄
え
あ

る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

１
.
林
業
功
労
者

　
　

石
川
県
山
林
協
会
長
表
彰

　
　
　

◇
腰
前　

宇
三
郎
（
輪
島
市
）

２
.
森
林
整
備
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

石
川
県
山
林
協
会
長
賞

　
　
　

◇
菅
原　

武
次
（
穴
水
町
）

　
　
　
　
　

ス
ギ
・
ア
テ
混
交
林
を
計
画
的
に
施
業
し
、
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。
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令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
へ
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
家
族
や
大
切
な
方
々
を
亡
く
さ
れ
た
皆
様

へ
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

輪
島
支
所
で
は
、
電
気
・
上
下
水
道
が
止
ま
り
、
事
務
所
機
能
が
壊
滅
状
態

の
中
、
避
難
所
等
か
ら
作
業
に
参
加
で
き
る
職
員
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
一
月

七
日
よ
り
孤
立
集
落
の
解
消
の
為
、
国
道
、
県
道
、
市
道
等
の
道
路
啓
開
作
業
、

河
川
倒
木
等
の
処
理
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

森
林
組
合
本
来
の
仕
事
で
あ
る
山
の
業
務
や
林
道
・
作
業
道
の
改
修
等
は
後

回
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
五
年
五
月
三
十
一
日
に
「
能

登
の
ア
テ
林
業
」
が
日
本
森
林
学
会
の
林
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
各
方
面
か
ら
震
災
被
害
状
況
の
ほ
か
に
、
山

や
木
の
問
合
せ
が
来
る
な
ど
、
山
の
こ
と
に
つ
い

て
の
感
心
が
高
ま
っ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
三
月
に
は
、
以
前
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
、
農
林
中
金
森
林
再
生
基
金
（
農
中
森
力

基
金
）「
未
来
へ
つ
な
げ
る
林
業
遺
産
」
〜
「
県

木
あ
て
一
〇
〇
年
の
森
づ
く
り
」
モ
デ
ル
事
業

（
輪
島
市
三
井
町
小
泉
地
内
外
）
の
助
成
が
決
定

し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
業
務
と
と
も
に
能
登
の
ア
テ
林
業
の

普
及
・
啓
発
と
ア
テ
文
化
継
承
・
発
信
の
為
の
モ

デ
ル
林
整
備
を
行
う
な
ど
、
能
登
輪
島
の
林
業
の

活
性
化
と
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
震
災
か
ら
の

復
興
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

輪
島
支
所
長
兼
木
材
加
工
所
長
　
坂
本
　
博
秋

こ
の
度
の
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
組
合
員
の
方
々
と
ご
家

族
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
所
の
管
轄
エ
リ
ア
の
穴
水
地

区
の
山
林
面
積
は
約
一
四
、〇
〇
〇
ha
、
そ
の
う
ち
の
人
工
林
は
約
七
、〇
〇
〇

ha
で
す
。
地
震
の
影
響
に
よ
る
被
害
は
、
山
の
崩
落
や
が
け
崩
れ
、
林
道
や
作

業
道
の
ひ
び
割
れ
等
が
あ
ら
ゆ
る
地
区
で
発
生
し
て
お
り
、
山
林
へ
の
入
山
等

が
非
常
に
困
難
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
に
お
い
て
も
、
作
業
可
能
な
現
場
が
限
ら
れ
不
便
を
強
い
ら
れ
て

ま
す
が
、
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
の
災
害
調
査
や
、
車
の
通
行
が
不
可
能

な
場
所
は
徒
歩
で
の
調
査
な
ど
、
手
探
り
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も

早
く
被
害
状
況
を
把
握
し
、
復
旧
や
復
興
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
山
林
に
関
す
る
事
や
、
困
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

穴
水
担
当
課
長
　
泉
　
　
健
一

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

本
所
（
穴
水
）
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る

災
害
対
策
に
つ
い
て

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

輪
島
支
所

震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
て

県道輪島富来線
空熊町地内

林業遺産認定証
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こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

珠
洲
市
で
は
近
年
、
連
続
で
震
度
六
を
超
え
る
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
家
屋

等
の
建
物
だ
け
で
な
く
、
山
林
や
林
道
も
崩

壊
や
倒
木
等
に
よ
り
大
規
模
な
被
害
を
受
け

て
お
り
、
珠
洲
支
所
で
は
、
珠
洲
市
役
所
を

は
じ
め
関
係
団
体
と
連
携
し
つ
つ
、
組
合
員

の
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
に
よ
り
、
山
林
の
崩

落
現
場
や
林
道
、
集
落
周
辺
道
路
の
危
険
木

の
伐
採
や
撤
去
作
業
を
行
い
災
害
復
旧
に
協

力
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
林
道
が
通
行

で
き
ず
復
旧
の
目
途
も
立
っ
て
い
な
い
為
、

計
画
し
て
い
た
利
用
間
伐
等
の
事
業
が
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
珠
洲
支
所
に
お
い
て
は
自
宅
の
損

傷
の
為
、
遠
方
へ
の
避
難
や
移
住
で
地
震
以

前
よ
り
従
業
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
に
よ
り
ご
要
望
に
沿
え
な
い
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
家
の
周
辺
や

集
落
周
辺
道
路
の
危
険
木
の
伐
採
等
、
山
林

に
関
す
る
ご
相
談
も
随
時
お
受
け
い
た
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

珠
洲
支
所
　
課
長
　
竹
橋
　
俊
裕

こ
の
度
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
発
災
後
は
住
宅
の
被
害
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
、
電
気
、
水
道
等
の
我
々

の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
使
用
が
難
し
く
、
大
変
不
便
な
生

活
を
送
る
こ
と
と
な
り
、
日
常
生
活
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
次
第
と
な
り
ま

し
た
。

能
登
支
所
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
山
林
や
林
道
の
崩
壊
が
多
く
み
ら
れ
、

発
災
当
初
は
災
害
復
旧
工
事
等
で
通
常
の
森
林
整
備
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
災
害
復
旧
工
事
も
行
い
な
が

ら
、
可
能
な
範
囲
で
間
伐
や
皆
伐
、
再
造
林
と
い
っ
た
森
林
整
備
事
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
水
源
で
あ
る
山
を
守
り
、
災
害
に
強
い
山
づ
く
り
の
た
め
、
森

林
整
備
や
木
材
搬
出
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
災
害
の

復
旧
、
復
興
の
一
助
と
な
れ
れ
ば
幸

い
で
す
。
今
後
も
二
次
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
や
住
宅
周

辺
な
ど
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
立
木
の
伐
採
依
頼
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後
も
皆

様
の
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

能
登
支
所
　
係
長
　
石
川
　
裕
弥

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

能
登
支
所

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

珠
洲
支
所

地
震
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
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出
資
配
当
金
支
払
明
細
書
に
つ
い
て

　

能
登
森
林
組
合
で
は
、
出
資
証
券
の
交

付
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
本
誌
に
同
封
の

出
資
金
残
高
明
細
書
で
出
資
金
額
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
に
備
え

出
資
配
当
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

　

相
続
や
経
営
委
託
（
山
林
の
相
続
・
贈

与
で
は
な
い
が
経
営
管
理
を
父
か
ら
息
子

へ
引
き
継
い
だ
等
）
の
場
合
は
組
合
員
名

義
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
相
続
の
場
合

相
続
加
入
手
続
き
と
な
り
、
組
合
員

で
あ
る
ご
家
族
が
死
亡
さ
れ
て
か
ら

一
○
ヶ
月
以
内

○
相
続
人
が
確
定
し
登
記
さ
れ
た
時
点

○
登
記
前
の
場
合
は
、
相
続
人
の
分
割
協

議
等
を
証
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
一
○
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

手
続
き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宛
先
不
明
の
組
合
員
の
方
を
ご

存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

組
合
員
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
連
絡

先
住
所
へ
郵
送
し
て
も
複
数
回
に
わ
た
っ

て
宛
先
不
明
に
て
返
送
さ
れ
る
組
合
員
の

方
が
現
在
八
〇
〇
名
以
上
お
い
で
ま
す
。

　

今
後
集
落
等
へ
入
り
調
査
い
た
し
ま
す

の
で
、
親
戚
方
等
よ
り
情
報
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

※
森
林
組
合
法
で
は
長
期
間
に
わ
た
り
、

組
合
事
業
を
利
用
し
な
い
組
合
員
に
つ

い
て
は
法
定
脱
退
（
除
名
）
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
長

期
間
に
わ
た
り
行
方
が
わ
か
ら
な
い
方

等
に
関
し
ま
し
て
、
一
定
期
間
周
知
し

た
上
で
、
法
定
脱
退
の
手
続
き
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
種
手
続
き
は
本
所
、
各
支
所
で
随
時

受
付
し
て
お
り
ま
す
。
一
度
電
話
等
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

職
員
と
技
能
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
　
員

　

令
和
七
年
度
採
用
予
定
の
事
務
職

員
（
現
場
管
理
職
員
）
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数　

五
名
程
度

◇
募
集
年
齢　

三
十
五
歳
以
下
の
方

◇
給
与
形
態

基
本
給
（
月
額
）

　

一
五
五
、〇
○
○
円
〜

一
八
二
、三
〇
〇
円

◇
採
用
予
定　

令
和
七
年
四
月
一
日

◇
受
付
期
間

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
（
木
）

十
七
時
ま
で

郵
送
（
簡
易
書
留
）
の
場
合
は
三

十
一
日
必
着

技
能
職
員

　

月
給
制
を
導
入
し
、
よ
り
働
き
や

す
い
就
労
条
件
・
環
境
整
備
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

六
十
四
歳
以
下
の
自
然
を
愛
す
る

健
康
な
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

◇
給
与
形
態

基
本
給
（
月
額
）

　

一
七
六
、三
二
〇
円
〜

二
〇
四
、一
六
○
円

　

そ
の
他
手
当
支
給

◇
各
種
技
能
研
修
へ
の
参
加
・
資
格

取
得
、
安
全
装
備
品
の
支
給

◇
採
用　

随
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

能
登
森
林
組
合
総
務
部

　

〒
九
二
七
–
○
○
二
三

　

鳳
珠
郡
穴
水
町
字
麦
ケ
浦

一
七
字
五
番
地

　

℡
〇
七
六
八
–
五
二
–
〇
三
一
六

担
当
：
槻


